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○ 世界的な造船需要の増大により2009年の世界の
新造船建造量は過去最高の約7,700万総トン。

○ 我が国も過去最高の1,897万総トン。
○ 中・韓の建造量拡大で相対的にシェア低下。

世界の海上荷動量、船腹量及び建造量の推移
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海上荷動き量

日本

韓国

欧州

中国

世界計

船腹量

1975年
日本：50%
欧州：38%
韓国：1%
中国：0%

1985年
日本：52%
欧州：16%
韓国：14%
中国：1%

1995年
日本：41%
韓国：28%
欧州：17%
中国：4%

建造量/万総トン
船腹量/１０万総トン 海上荷動量/兆トンマイル

2009年
韓国：37%
中国：29%
日本：25%
欧州：5%

出典
：IHS（旧ロイド）資料

〔建造量、船腹量、
手持ち工事量〕

： Fearnleys資料
〔海上荷動量〕

○世界の船腹量：約８億８３００万総トン
○世界の手持工事量：約３億総トン

日本：約５２００万総トン
韓国：約１億 ４００万総トン
中国：約１億１１００万総トン（２００９年末）

2



○ 世界の既発注船舶の価格合計額4,420億ドル（2009年末）のうち、
発注元では欧州が48％を占める。

○ 発注先では、韓国（４割）、中国（３割）、日本（１．５割）、欧州（１割）。

世界の既発注船舶の発注元及び発注先シェア

発注先シェア発注元シェア

出典：クラークソン資料
・2009年末の既発注船舶より算出

日本 287
（6.5%）

中国 335
（7.6%）

韓国 205
（4.6%）

ギリシャ 549
（12.4%）

ドイツ 528
（12%）

ノルウェー 249
（5.6%）

その他ヨーロッパ 788
（17.8%）

その他 1,226
（27.8%）

日本 628
（14.2%）

中国 1,348
（30.5%）

韓国 1,668
（37.7%）

ヨーロッパ 417
（9.4%）

その他 359
（8. 1%）

2009年末現在
総額4,420億ドル

アメリカ 249
（5.6%）

単位：億ドル 単位：億ドル

日本 中国 韓国 欧州 その他 3



世界の既発注船舶の船種別シェア

○ 隻数ベースでばら積み貨物船（バルカー）とタンカーが太宗を占める。
○ バルカーについては、船腹量におけるシェア（20%）に比べ、既発注船舶における

シェア（45％）は非常に多い。
○ 隻数ベースに比べ、金額ベースではオフショア船、クルーズ船のシェアが大きい。

出典：クラークソン資料
・2010年8月末の既発注船舶より算出

金額ベース隻数ベース

総隻数7,131隻 総額3,917億ドル

ケープサイズ
10%

パナマックス
12%

ハンディマックス
11%

ハンディサイズ
12%

ケープサイズ
15%

パナマックス
10%

ハンディマックス
8%

ハンディサイズ
7%

バルカー
45%

タンカー
22%

その他
12%

コンテナ
9%

オフショア
7%

LNG
LPG
2%

クルーズ船
0%

PCC
2%

RORO船
1%

バルカー
40%

タンカー
21%

その他
5%

コンテナ
14%

オフショア
11%

LNG
LPG
3%

クルーズ船
3%

PCC
2%

RORO船
1%
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日・中・韓の造船集積地と各国建造能力の比較

日本

韓国

渤海周辺

上海周辺

珠江デルタ

中国全体

0.2

0.6

2.8

11.3

4.3

1.8

1.0

・クラークソン資料より作成
・2006年と2009年の比較
・図中の数値は百万ＣＧＴ（標準貨物船換算トン数）

○ 2006年と2009年の建造能力を比較すると、日本は横ばいであるのに対し、
韓国は約１．５倍に中国は約３倍に増加。

○ 中国の建造能力は、潜在的にはさらに多い。
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現代重工

業

現代三湖

重工業

現代尾浦

造船大宇造船

海洋

三星重工

業

その他

各国の造船所別建造量（2009年）

今治造船

名村
造船 大島

造船所三菱
重工業

三井造船

ユニバー
サル
造船

ＩＨＩ ＭＵ

新来島
どっく

ツネイシ
ＨＤ

川崎重工

その他

出典：IHS（旧ロイド）資料

上海外高

橋

滬東中華

造船

上海江南

長興造船

大連船舶

重工

渤海船舶

重工江蘇新時

代造船
ＮＡＣＫＳ

その他

日本
576隻

1,897万総トン

韓国
524隻

2,885万総トン
中国

1,086隻
2,197万総トン

○中国は二大国営グループが
総トン数ベースで４６％を占める。

CSSC

CSIC

○日本は多数の造船所
が並ぶ。

○韓国は上位３グループが
総トン数ベースで７９％を占める。
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各国の船種別建造量（総トン数ベース）（2009年）

出典：IHS（旧ロイド）資料

日本
576隻

1,897万総トン

韓国
524隻

2,885万総トン
中国

1,086隻
2,197万総トン

タンカー
４４％

コンテナ
２３％

LNG・LPG
１５％

バルカー
１５％

その他
３％

バルカー
４７％

タンカー
３８％

コンテナ
１０％

その他
５％

バルカー
４９％

タンカー
２８％

PCC
１０％

LPG・LNG
７％

コンテナ
６％

7



我が国の海事産業クラスター

○ 我が国では、海運業、造船業、舶用工業などが深く結びつき、
海事産業クラスターを形成している。

事業者数：外航 約1,100事業者、内航 約1,800事業者
従業員数：外航 約1,400人（推計）、内航 約24,000人

事業者数：外航 約210事業者、内航 約700事業者
従業員数：外航 約6,000人、内航 約46,000人

営業収入：外航 約5兆6,500億円

船舶の提供
（用船契約）

※ 海運業との兼業含

※ 船主との兼業含

２９％
海外造船所

向け

７５％が日本商船隊向け
（金額ベース）

船隊の８８％
国内調達（隻数ベース）

１２％
海外調達

事業所数：約670事業所
従業員数：約41,000人

生産高：約1兆1,000億円

荷物の運送

７１％が国内造船所向け
（金額ベース）

舶用品の９５％
国内調達（金額ベース）

事業所数：約1,100事業所
従業員数：約85,000人

営業収入：約2兆7,000億円（主要１３社合計）

２５％
外国商船隊

向け

５％
海外調達

外航日本人船員：約2,600人
外国人船員：約48,000人
内航船員：約22,000人
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舶用工業の現状

造船業

舶用
工業

【国内舶用製品調達率】

欧州ライセンス

日本舶用工業の現状

売上額：約2.7兆円※6 売上額：約4.3兆円※3 売上額：約2.0兆円※8

生産額：約1.1兆円※1 約6.4兆円※4

市場規模
約9.4兆円

【日本】 【中国】 【欧州】【韓国】

単体輸出

(主機、ポンプ、航海機器)
•日本メーカー現地工場

•欧州メーカー現地工場

単体輸出

生産額：約1.2兆円※2 生産額：約0.7兆円※3

輸出額：
約5百億円

○日本の舶用工業生産額は約1.1兆円。生産額の約3割は輸出。
○輸出による世界シェアの高い日本製品は、航海機器、カーゴポンプ、プロペラ等。
○韓国及び中国は、国産化率向上政策に船舶建造量の増加も相まって、生産額が急増。

・ここで日本は、一部の製品については、アジア域内での現地生産を行っているが、
基本的に単体輸出が中心であるため、韓国及び中国でのシェア拡大に苦戦。

・一方で、欧州メーカーは、韓国及び中国でのライセンス生産等を拡大し、実質的にシェアを増大。
なお、日本の大手重工メーカーは、欧州と同様のライセンス生産を行なっている。

売上額
約11兆円※5 売上額：約3.2兆円※7

(塗料、電気機器)
•日本メーカー現地工場

•欧州メーカー現地工場

90-100% 40-50% 90-100%80-90%
輸出額：

約1千億円

(※5 出典：CESA年次レポート2008-2009)

(※4 出典：欧州舶用工業協議会
(EMEC)ホームページ。 EMEC
会員企業の2008年売上合計)

(※1 出典：平成21年舶用工業製品
の輸出入状況)

(※2 出典：Marine Equipment Korea
2009_9)

(※3 出典：中国船舶工業年鑑2009)

※6 主要13社合計

9(※7 出典：KOSHIPA資料) (※8 出典：CESA年次レポート2009-2010)(※3 出典：中国船舶工業年鑑2009)



海洋開発市場の概要

探鉱 開発・生産

支援

海洋油田開発の実施地域世界の石油生産量の推移

海洋資源開発機器の例

出典：Etesco HP

Drill Ship

出典：三井海洋開発 HP

FPSO

出典：川崎汽船 HP

PSV AHTS

出典：CBO HP

出典：三井海洋開発 HP

海洋関連既受注
船の国別シェア

FPSOの国別建造実績

中国

その他
アジア

欧州

北米 シンガポール

韓国ブラジル

中国

U.A.E.

日本
その他

出典：クラークソン資料 出典：IMA資料

韓国

南米

その他日本 隻数ベース
合計758隻

1996年以降
隻数ベース
合計108隻
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